




私が令和５年１２月に区長に就任して一年余が経過いたしました。

この間、コロナ禍の影響が徐々に収束に向かい、地域の活動やイベント

も活発になってきました。地域に賑わいが戻り、区民の皆様の笑顔を見る

機会が増えたことを、大変嬉しく思います。

また、本年は「東京２０２５デフリンピック」が開催され、本区ではゴルフ・

水泳・テニスと３つの競技が行われます。世界から集結するデフアスリート

の熱戦が、「スポーツと人情が熱いまち」江東区をさらに熱くしてくれる

ことが期待されます。

一方で、長引く原油価格や物価の高騰は、区民生活や地域経済に大きな影響を与え続けていま

す。また、人々の価値観やライフスタイルが多様化する中、行政に求められる役割や期待は日々変

化しています。

このような状況において、区民の安全・安心を守り、すべての世代の皆様が自分らしく生き生き

と暮らせるまちづくりを進めるため、「みんながつながる笑顔があふれる 未来を切り拓く新たな

るステージへ」というテーマで令和7年度当初予算案を編成いたしました。

予算規模は、一般会計で２,７８４億５,３00万円、前年度比９.５％の増、一般会計と３つの特別

会計を合わせた総予算規模は３,８１１億１,６00万円、前年度比６.９％の増となりました。

激甚化・頻発化する自然災害から区民を守るための災害に強いまちづくりや、こどもたちの未

来のための保育・教育環境充実に向けた予算を計上しております。

また、昨年ついに工事着手された地下鉄８号線の延伸については、この機会を最大限活かす

ため、引き続き行政と地域が一体となり、沿線各駅周辺の魅力あるまちづくりを進めていきます。

さらに、女性の視点を取り入れる取組や高齢者・障害者福祉の充実、地域コミュニティの活性化、

シティプロモーションの推進、行政のデジタル化など、区政各般に渡る行政課題に対して未来志

向で施策を展開してまいります。

令和7年度は、「江東区長期計画」における後期期間の初年度となります。重要課題と７つの

重点プロジェクト、多岐に渡る行政課題に対し、前例にとらわれず、職員一同力を合わせ取組を

加速してまいります。そして、区議会の皆様と連携し、区民の皆様と手を取り合いながら、

「選ばれる江東区」、「選ばれ続ける江東区」の実現に向けて、全力で取り組んでまいります。

令和7年２月

江東区長 大久保朋果
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長期計画（後期）のスタートを迎え、こどもから高齢者まであらゆる世代のニーズに応え

るほか、防災・地域活性化、ＤＸ推進など、いま求められている施策を展開し、みんながつ

ながり笑顔あふれる江東区の未来に向けたさらなる一歩を踏み出す予算

１ 予算編成の基本的な考え方

１

令和7年度は、江東区長期計画（後期）がスタートし、未来のビジョンを形に

するための礎となる一年であり、各施策における目指す姿の実現に向けて

積極的に取り組む必要がある。職員一人ひとりが、いま為すべき区民福祉

の向上に力を尽くすとともに、目指す未来を見据え、広い視野を持ち、これ

までの発想に捉われない新たな施策を展開していく。

２

本区を取り巻く社会情勢は変化し続けていることから、不断の事業見直し

や再構築により新たな施策展開の財源確保に努めるとともに、既存事業に

ついても時代に即したより効果的・効率的な手法を積極的に取り入れるこ

とで、区民の期待や信頼に常に応えられるよう努めていく。

３

景気動向や税制改正等の影響を受けやすい歳入環境にあっても、持続可能

な区政運営を行うため、行財政改革計画を着実に推進し、経費節減の徹底

のほか、新たな歳入確保策を推進することで、歳入歳出の両面から持続可

能で強固な財政基盤を構築する。
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区分 令和７年度 令和6年度 増 減 額
増減率
（％）

一般会計 2,784億5,300万円 2,543億4,900万円 241億400万円 9.5

国民健康
保険会計

471億2,200万円 489億6,200万円 △18億4,000万円 △3.8

介護保険
会 計

422億1,700万円 405億1,300万円 17億400万円 4.2

後期高齢者
医 療 会 計

133億2,400万円 128億4,600万円 4億7,800万円 3.7

計 3,811億1,600万円 3,566億7,000万円 244億4,600万円 6.９

事業内容 件数 金額

長期計画に定める
主要事業

施設
（ハード事業）

４３件 ３１４億6,100万円

非施設
（ソフト事業）

33件 ７５億7,400万円

新たな取組み（主要事業を含む） １３１件 ７８億４00万円

事業の拡充（主要事業を含む） ９０件 ６４億6,３00万円

２ 予算規模

３ 主な事業の件数と金額
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各ページに掲載されている事業のうち、

マークは、分野ごとに特に注目の事業を表しています

マークは、区の施策に女性の視点を取り入れるための
庁内プロジェクトチーム「プロジェクトスマイル」で提案
された内容を反映した事業を表しています

主な事業の詳細
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担当課：危機管理課
電話：３６４７－９３８２

背景・効果

 高層マンションの増加や建物の防音性能向上により、防災行政無線から放送される内容が
聞き取りづらい環境が増えています。

 防災行政無線の放送内容を多様な手段で発信することで、放送を聞き取りづらい環境にい
る区民や聞き逃した区民も内容を確認できます。

 現在職員が手動で行っている連携作業を自動化し、迅速・確実に安全情報を伝達します。

事業内容

 防災行政無線（同報無線）の放送内容を、こうとう安全安心メール・災害情報システム（※１）
と連携する仕組みを構築します。

 こうとう安全安心メールに防災行政無線の放送内容を自動配信できる機能を追加します。
併せて、防災行政無線の放送内容を電話で確認できるサービスを導入します。

 災害情報システムとの自動連携により、防災ポータルサイト（※２）及び防災アプリ（※３）で、
防災行政無線の放送内容を確認できる機能を導入します。

事業概要

<防災行政無線（同報無線）>

POINT

 防災行政無線の内容を他の伝達手段に自動連携

 多様な確認手段を確保し区民の安全・安心を守る

１,６８３万円予算額

災害情報通信設備維持管理事業事業名

非常時情報を多様な手段で迅速・確実に発信！ＮＥＷ

１-１

※１ 災害時情報や平常時の防災管
理情報を地図上で表示するシステム
（令和７年度運用開始）

※２ 防災関係の各機関や防災・災害
情報を一元化したウェブサイト

※３ 防災マップ等の情報をモバイル
端末で確認できるアプリ

防災行政
無線

こうとう
安全安心
メール

災害情報
システム

防災
ポータル
サイト

防災
アプリ

自動
連携
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担当課：防災課
電話：３６４７－９５８７

背景・目的

 避難所生活中の不安やストレスを軽減するため、高齢者・障害者・妊産婦・乳幼児や、性差に
配慮した良好な生活環境の確保が求められています。

 過去の災害では避難所での窃盗や性被害・性暴力も発生しているため、防犯アイテムを拡充
し、避難所生活者の安全・安心の確保を図ります。

事業内容

 区の食料備蓄量を避難所生活者（約1３万人を想定）の１日分から２日分へ段階的に拡充し、
道路寸断など交通被害がある場合でも、他自治体等からの支援を待たず食料を提供できる
体制を整えます。

 若手女性職員によるプロジェクトチーム「プロジェクト・スマイル」の提案を踏まえ、女性や
子育て家庭のニーズに配慮した備蓄物資を充実します。

 避難所の防犯対策を目的とした物資を整備・拡充します。

事業概要

<新規> <拡充>

POINT

 区の備蓄食料を２日分へ拡充！

 要配慮者や防犯対策を踏まえた物資の備蓄強化

2億3,469万円予算額

備蓄物資整備事業事業名

安全・安心な避難所環境のため備蓄物資を充実ＮＥＷ

１-２

主な追加物資

品 目 数 量

折り畳みベッド 430台

ベビーベッド 90個

キャミソール 17,500着

生理用ショーツ 4,500枚

おりものシート 63,000枚

だっこ紐 260個

ランタン 860台

緊急速報装置 86

置き型ブザー 860台

品 目 数 量

避難所用間仕切り 134台

生理用品 12,000枚

防犯ブザー 18,900個

ビニール袋 8,600枚

令和7年度 令和8年度 令和9年度

548,750食 812,750食 1,076,750食

セ
ッ
ト
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担当課：防災課
電話：３６４７－９５８７

現状・背景

 区では、区内各地域に防災倉庫（２５か所）、備蓄倉庫（８６か所）を整備していますが、多くは
人口密集地域に位置しており、発災時に円滑な物資輸送が困難となる可能性があります。

 令和６年能登半島地震を受け、区の食料備蓄量を避難所生活者の１日分から２日分へ
段階的に拡充しています。また、多様なニーズに合わせた災害支援物資の備蓄強化を
進めており、保管場所の確保が課題となっています。

事業概要

時 期 内 容

令和７年度～令和８年度 設計

令和９年度～令和１０年度 工事

＜整備予定地（赤枠）＞

POINT

 災害に備え、本区最大の防災倉庫を整備！

 新木場のポテンシャルを活かし物資輸送を円滑化

1,770万円予算額

（仮称）新木場防災倉庫整備事業事業名

新木場に区内最大の防災倉庫を整備ＮＥＷ

１-３

事業内容

スケジュール

効果

 （仮称）新木場防災倉庫の整備後は、食料３日分の備蓄を行える規模の施設となり、
食料以外の物資の充実も図ることができます。

 新木場の立地や広い敷地面積を活用することで、陸路だけでなく、海路や空路での
機動的な救援活動・物資輸送への展開も期待できます。

予定地 江東区リサイクルパーク跡地（新木場2-7-6）

敷地面積 4,153.9㎡

建物規模 延床面積2,000㎡程度を想定（設計の中で検討）

特 徴
災害時の物資輸送を円滑に進めるため、敷地内で大型（10ｔ）トラックが
十分に転回及び駐車できるスペースを設けます。
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担当課：安全都市づくり課
電話：３６４７－９７６４

背景・目的

 令和６年１月の能登半島地震では、多くの老朽化した木造住宅に倒壊や火災等の甚大な被
害が発生し、耐震化の必要性が顕在化しました。

 区では、木造住宅の耐震診断・設計・改修費用の助成により耐震改修を後押ししていますが、
旧耐震基準の木造住宅については、老朽化が著しいなどの理由により、耐震改修が困難な
ケースも多く生じています。

 物価や人件費の高騰により、建設工事にかかる費用は上昇傾向にあります。

 除却費用助成の上限額を引き上げることにより、旧耐震基準の住宅の除却・建替えを加速
させ、木造住宅の耐震化率１００％の早期実現を目指します。

事業内容

 旧耐震基準の木造住宅を除却（解体）する場合に行っている除却工事費用の一部助成につ
いて、助成額の上限を引き上げます。

事業概要

POINT

 木造住宅の除去費用助成上限額を倍増！

 耐震化率１００％に向け除却・建替えを加速！

１億２,０００万円予算額

民間建築物耐震促進事業事業名

木造住宅の除却費用助成額を引上げ

１-４

現在

助成額
対象経費の１／２
上限５０万円

予定件数 年間９０件

上限額
UP

スケジュール

令和７年４月より申請受付開始

令和７年度～

助成額
対象経費の１／２

上限100万円

予定件数 年間１２０件
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担当課：地下鉄8号線事業推進課
/まちづくり推進課

電話：３６４７－9021
/３６４７－9714

目的・効果

 まちづくり協議会活動等の支援を着実に行い、多様な地域意見を取り入れたまちづくり
方針を策定します。

 地域・行政等が連携し、実現すべきまちの将来像を共有しながらまちづくりの方向性を検討
することで、一体感を持ったまちづくりを進めます。

①地下鉄８号線沿線のまちづくり

 地下鉄８号線延伸の開業目標である２０３０年代半ばを見据え、住吉駅周辺において、
まちづくりの方向性を検討するため、地域主体のまちづくり協議会を設立し、活動等の取組
を支援します。

 （仮称）千石駅周辺では、引き続きまちづくり協議会の活動を支援し、「（仮称）千石駅周辺
地区まちづくり方針」の策定に取り組みます。

事業概要

<住吉駅周辺で目指す姿のイメージ>

POINT

 地下鉄８号線沿線のまちづくりを推進

 団地の建替え等を契機としたまちづくりを推進

① 5,616万円
② １８１万円

予算額

① 地下鉄8号線沿線まちづくり推進事業
② まちづくり方針策定事業

事業名

地域と一体となってまちづくりを推進！

１-５

令和６年度 令和７年度 令和８年度

（仮称）千石駅

住吉駅

方針策定に向け
取りまとめ

策
定

まちづくり協議会の様子 （（仮称）千石駅周辺）

方針策定に向け
取りまとめ

策
定

②大規模団地等を基点としたまちづくり

 大規模団地の建替え等を契機に、地域住民等の発意と主体的な活動のもと、その周辺地域
が一体となった「エリアまちづくり」を進めています。

 令和７年度は大島三丁目地区、大島四丁目地区、亀戸二丁目地区において、まちづくり
協議会等からの提案をもとに、「エリアまちづくり方針」を策定します。

まちづくり協議会
活動支援

まちづくり協議会
活動支援
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 高齢者や障害者等の意見を反映するため、UDまちづくりワーク
ショップでの検討やアンケート調査等を実施します。

 施設整備だけでなく、「心のバリアフリー」や「バリアフリー情報の
提供」など、ソフト面の意識啓発を踏まえた計画策定を進めます。

スケジュール

背景・目的

 旧構想「江東区交通バリアフリー基本構想」の策定から約20年が経過しています。

 バリアフリー法や障害者差別解消法の改正、地下鉄８号線の延伸や再開発の動向を踏まえ、
事業者・区民との連携、協力による新たな計画が必要です。

事業内容

事業概要

POINT

 様々な人の移動や生活の利便性・快適性を向上

 ソフト面の啓発による区民のサポート意識を向上

2,354万円予算額

ユニバーサルデザイン推進事業事業名

江東区バリアフリー基本構想の改定

１-６

担当課：都市計画課
電話：３６４７－９７８１

区全域における新たなバリアフリー化の基本方針を示す

都市計画マスタープランに基づく将来都市構造の
拠点エリアを移動等円滑化促進地区（※１）に指定し、

区域のバリアフリー化を促進

移動等円滑化促進地区のうち、旧構想における
重点整備地区である「東陽町・南砂町駅周辺地区」の
見直しに加え、新たな重点整備地区（※２）を拡充

※１ 駅を中心に、多くの高齢者や障害者等が利用する公共施設等（生活関連施設）が
集まり、それらの間の移動が通常徒歩で行われる区域

※２ バリアフリー化の事業を重点的・一体的に行う区域

<ユニバーサルデザイン（UD）まちづくりワークショップ>

時 期 内 容

令和７年度
バリアフリー化の現状調査と課題の整理
旧構想における重点整備地区の評価

令和８年度 パブリックコメントの実施・基本構想の改定

（仮称）

枝川

（仮称）

千石

追加する重点整備地区

既存の重点整備地区

バリアフリー基本構想改定のポイント
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担当課：企画課
電話：３６４７－9168

事業内容

 令和７年３月に策定予定の「江東区新庁舎建設基本構想」を踏まえ、新庁舎の機能や整備内
容を具体化するため、令和7年度より「江東区新庁舎建設基本計画」の策定に着手します。

 幅広い意見を反映するため、ワークショップなど区民参加の機会を積極的に設けるほか、
外部有識者で構成するアドバイザリー会議を新設し、計画策定に向け総合的に検討を進め
ていきます。

背景・目的

 本庁舎は昭和48年の竣工から５０年以上が経過し、経年劣化や狭あい化が進んでいます。

 令和2年度より、築60～６５年を目安として新庁舎の建設に向けた準備を進めています。

 基本構想では、基本理念や基本方針など新庁舎の目指すべき姿を示し、防災センター、
文化センターを含めた現庁舎敷地を建設地に位置づけています。

事業概要

POINT

 基本構想の実現に向け具体的な整備内容を検討

 基金の積立を開始（令和7年度：３５億円）

① 5,0６３万円
② 35億円

予算額

① 新庁舎建設基本計画策定事業
② 新庁舎建設等基金積立金

事業名

新庁舎建設に向けた計画策定、基金の積立を開始ＮＥＷ

１-７

＜現在の本庁舎＞

スケジュール

基金の積立を開始

 必要な財源を確保し、安定的な財政運営を図るため、計画的に基金への積立を開始します。

 １０年程度をかけ目標額350億円を確保するため、令和7年度は３５億円を積み立てます。

時 期 内 容

令和7年度
・ワークショップ、アドバイザリー会議の開催
・基本計画策定作業

令和8年度
・パブリックコメントの実施
・基本計画策定

基本構想策定に向けたワークショップ
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担当課：養育支援課
電話：３６４７－４４０８

スケジュール

目的・効果

 子ども家庭支援センターの未整備地域に新たに開設する
ことで、既存施設の利用が難しい保護者の育児負担軽減
や孤立感解消を図ります。

 家庭訪問等アウトリーチ支援を行う訪問支援員の配置に
より、見守り支援機能を強化します。

 児童館と連携・協力し、０歳から１８歳まで幅広く対応する
乳幼児・児童育成支援拠点機能を備え、児童・保護者が
抱える課題に応じたサポートや居場所づくりに取り組み
ます。

事業内容・背景

 古石場福祉会館及び古石場児童館が併設する施設の１・２階部分にある「ちどり幼稚園」
跡地（古石場１）を活用し、富岡地区に新たな子ども家庭支援センターの整備を進めます
（令和10年度開設予定）。

 子育てに困難を抱える世帯はこれまで以上に顕在化しており、世帯ごとの状況に応じた
「包括的な支援」のための体制強化が求められていることから、養育環境に課題を抱える
児童や保護者等への支援体制を強化します。

事業概要

時期 内容

令和7年度 設計

令和8年度 工事

令和９年度 工事、指定管理者選定、開設準備

令和10年度 運営開始

POINT

 富岡地区の整備で２３区最多の区内９か所体制に

 子育て世帯への包括的な支援体制を強化

7,381万円予算額

（仮称）富岡子ども家庭支援センター整備事業事業名

２３区最多！新たな子ども家庭支援センターを整備ＮＥＷ

２-１

有明

豊洲

東陽
南砂

区役所

住吉

深川北

亀戸

大島

子ども家庭支援
センター整備状況

（仮称）
富岡

<子育てひろばの様子>

●
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担当課：こども家庭支援課
電話：３６４７－９２３０

事業内容

 豊洲児童館及び南砂児童館を中高生の居場所づくりに特化した児童館として位置づけ、
eスポーツやダンスができる環境を整備します。

 豊洲児童館については音楽室等を整備し、バンド活動にも対応できる施設とします。

 全児童館にソファーを置いたくつろぎスペースやグループ学習のスペース、Wi-Fi環境等を
整備し、中高生のカフェタイムを実施するなど、中高生が自宅や学校以外で過ごせる居場所
（愛称・Teen’s Base）を確保します。

背景・目的

 地域のつながりの希薄化や少子化の進展等、社会経済の変化により、こども同士が遊び、
成長し、学びあう機会が減り、地域コミュニティの中で育つことが困難になっています。

 国は「こどもの居場所づくりに関する指針」を策定し、こどもが安心して過ごすことができる
居場所づくりを推進しています。

 区ではこれまで、乳幼児親子の支援や小学生の居場所確保を進めてきました。
今後は、中高生が安全、安心に利用できる施設の確保に取り組み、０歳から１８歳までが
利用できる児童館を活用した中高生の居場所づくりを進めます。

事業概要

実施児童館 実施事業

豊洲児童館
南砂児童館

・eスポーツ
・ダンス
・音楽室（豊洲児童館）

全児童館

・Teen’sカフェ
・学習スペース
・くつろぎスペース
・Wi-Fi環境
・Instagram開始
・中高生フェス

<Teen’sカフェの様子>

POINT

 ダンス活動等を支援し中高生の居場所を確保！

 くつろぎスペースやWi-Fi、学習スペースを整備

① ７５１万円
② １,８２１万円

予算額

① 豊洲児童館改修事業
② 児童館管理運営事業

事業名

児童館を活用した中高生の居場所「Teen’s Base」開始！

２-２
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条例のポイント

〇 「こどもの権利」について江東区の考え方を規定しました。

〇 こどもを対象としたアンケートやヒアリング、ワークショップを
実施し、こどもの意見を反映させました。

〇 区をはじめとしたこどもに関係する人たちの責務や役割を
規定しました。

担当課：こども家庭支援課
電話：３６４７－９６７１

事業内容

 こどもの権利について、イベント等の機会を捉え、普及啓発を実施します。

事業概要

POINT

 条例の制定により、こどもの権利に対する
区の考え方を明確化

 こどもの権利について幅広く普及啓発

１７３万円予算額

こどもの権利推進事業事業名

こどもの権利について普及啓発を実施！ＮＥＷ

２-３

方 法 内 容

リーフレットの作成
小学校低学年、高学年、中学生以上向けの３種類を作成し、
小中学校等で配付

こどもまつりに出店
こどもの権利に関する展示やカプセルトイを作成し、
こどもまつりのブースで参加区民へ周知

各種チャネルでの発信 区報、ホームページ、SNS等を活用し、広く区民へ周知

＜こどもまんなかワークショップの様子＞

背景・目的

 令和５年４月にこども基本法が施行され、「子どもの権利条約」の精神にのっとり、
すべてのこどもについて個人として尊重されることなどが基本理念として定められました。

 令和7年４月１日に施行予定の「江東区こどもの権利に関する条例」に基づき、こどもの権利
について広く普及啓発を行うことで、こどもの健やかな育ちを支え、こどもの最善の利益が
尊重される社会の実現を目指します。
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担当課：指導室
電話：３６４７－９１７８

事業内容

現状・背景

 コロナ禍の影響や共働き世帯の増加などにより、こどもたちが体験活動を行い、心身の
健やかな成長に活かす機会が減少しています。

 区内には、こどもたちが豊かな経験を得ることができる体験活動の場として、魅力的な
施設が数多くあります。

学年 活用施設 体験活動の内容 対象

小
学
校

４年生
東京辰巳アイスアリーナ
（令和７年９月開業予定）

メインリンク等でのスケート体験
近隣小学校等
で試行実施

５年生
TOKYO GLOBAL 

GATEWAY
海外でのレストランやホテルなどの
場面を疑似体験

全校児童

中
学
校

１年生 有明四季劇場
ミュージカル『ライオンキング』の
観劇

全校生徒

２年生
TOKYO GLOBAL 

GATEWAY
授業で学んだ内容について実践的
コミュニケーションを体験

全校生徒

POINT

 区内の魅力ある施設を活用し、体験活動を実施

 豊かな体験によりこどもの心身の成長を図る

① ９,７２５万円
② １２４万円

予算額

① 豊かな体験活動事業
② 小学校管理運営事業

事業名

ＮＥＷ

２-４

目的

 区内施設を活用した体験活動を行い、こどもたちの心身の成長を図ります。

 江東区だからこそできる体験活動を行うことで、こどもたちが江東区の魅力を実感し、
地域に愛着を持つことを目指します。

魅力的な施設でこどもたちの体験活動を充実！

事業概要

東京辰巳アイスアリーナのイメージ
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担当課：指導室
電話：３６４７－９１７８

事業内容

 各学校を１年間ずつICT推進校に指定し、ICT教育の研究を推進します。今後５年間で、
区内すべての小・中・義務教育学校をICT推進校に指定します。

 ICT推進校では、各校の創意工夫により、ICTの効果的な活用に向け集中的に取り組みます。
各校の実態に応じ、教員のスキルアップ研修の実施、不登校対策や外国籍のこどもへの支援
ツールとしての活用などを推進します。

 ICT推進校での実例を「KOTOオンラインマガジン」に掲載し、全校に随時配信します。
実践的な取組を共有し続けることで、ICT推進校に指定されている学校に限らず、
全校においてICTの効果的な活用を推進し、個別最適な学びの実現を目指します。

背景・目的

 GIGAスクール構想の実現に向け、小・中・義務教育学校におけるWi-Fi通信やタブレット
端末の配付など、ICT教育の土台となる環境の整備を進めてきました。

 今後は、全校一律の対応にとどまらず、各学校の実態に応じたICTの効果的な活用を
より一層推進し、こどもに最適な学びを提供することを目指していきます。

事業概要

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度

小学校 ７校 ７校 ９校 １２校 １１校

中学校 ４校 ４校 ４校 ６校 ６校

POINT

 ICTを活用し、こどもに最適な学びを実現！

 学校の実態に応じてICT教育の研究を推進

３３０万円予算額

ICT教育推進事業事業名

ICTのさらなる活用により個別最適な学びを推進ＮＥＷ

２-５
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事業内容

 高齢者がスマートフォンを有効活用し、実生活で役立つ新規講座を令和7年５月から
開始します。

目的

 高齢者がスマートフォンを安心して利用できる環境を整え、デジタルデバイドの解消を
目指します。

 高齢者がオンライン申請やキャッシュレス決済といった利便性の高いサービスなどの
使用方法を学ぶことで、デジタルリテラシーを高め、生活の質の向上を図ります。

事業概要

POINT

 高齢者のニーズに応える新規講座を開催！

 高齢者のスマートフォン活用を支援

４,０２５万円予算額

高齢者デジタル活用支援事業事業名

高齢者のQOL向上！！スマートフォン教室の講座を拡充

３-１

担当課：長寿応援課
電話：３６４７－9468

文字入力講座 文字の入力方法、タッチ操作など、スマホ超初心者向け講座

マップ講座 マップアプリでのルート検索や電車やバスなど公共交通機関の乗換
案内検索方法などを学べる講座

SNS講座
X(旧Twitter)やInstagramなど各SNSの特徴をつかみコミュニ
ケーションの場を広げる講座

マイナンバー講座 マイナポータルやマイナンバー健康保険証の登録方法を学べる講座

<スマートフォン教室の様子>

※現在実施している入門講座・基本講座・LINE講座・キャッシュレス決済講座・相談会は、 回数を
拡充して実施します。
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スケジュール

事業内容

背景

 近年、熱中症による健康被害が深刻化しており、特にエアコンを設置していない高齢者は、
熱中症のリスクが高まっています。

事業概要

POINT

 上限１０万円のエアコン購入費用助成！

 高齢者の熱中症予防対策に効果的な支援

９,２５２万円予算額

高齢者エアコン購入費助成事業事業名

エアコンの無い高齢者世帯のエアコン設置を支援ＮＥＷ

３-２

担当課：長寿応援課
電話：３６４７－４５４１

世帯要件

以下の要件をいずれも満たす世帯
 令和７年４月１日現在６５歳以上の一人暮らしまたは高齢者のみの世帯
 住民税非課税世帯かつ、自宅にエアコンが1台もないまたは故障等で

使用できるエアコンがない世帯

対象経費 新品のエアコンの本体購入費用と設置費用

助成額（上限） １００,000円（本体購入費・設置費）

助成世帯数 ６００件（見込み）

開始時期 令和７年５月上旬

その他
代理受領（エアコン販売店が代理で助成金を受領する制度）を導入
→エアコン購入費を一時的にでも用意するのが困難な世帯のため

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

助成金振込（9月末〆）

エアコン購入（8月末〆）

訪問調査・申請書提出（7月末〆）

電話申込（6月末〆）

18



目的・効果

 物価高騰や製品の性能向上による価格上昇の対応策として助成額の引上げ・所得制限の
撤廃を実施し、加齢性難聴の高齢者のコミュニケーション機会確保を推進します。

 一般的な補聴器の耐用年数にあわせて再支給を可能とし、高齢者の健康増進及び生活の質
の向上につなげます。

事業内容・スケジュール

 購入費助成額を３万円から7万2,450円に引き上げ、所得制限を撤廃します。

 前回給付から5年経過した場合には再支給を可能とします。

 新たに加齢性難聴に関する講演会を実施し、補聴器使用の普及啓発に努めます。

 令和７年４月より開始します。

事業概要

POINT

 購入費助成額を４万円以上引上げ！

 所得制限撤廃、5年経過で再支給可能！

３,９５３万円予算額

補聴器支給事業事業名

高齢者向けの補聴器支給事業を拡充

３-３

担当課：介護保険課
電話：３６４７－4319

申請要件を満たした
区内在住の
65歳以上の方

耳鼻咽喉科

①受診

現物支給

 高齢者補聴器利用相談協力店にて
対象の補聴器を調整のうえ
デジタル式補聴器を支給

購入費助成

 補聴器を購入後、
領収書の写しを区へ提出し、
助成金を後日支給

 医師による診察・聴力検査
を実施

① 検査結果（オージグラム）
② 証明書

④支給 or 助成②発行 ③申請
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効果

 総合相談窓口が増えることで、区民の利便性が向上し、気軽に相談ができます。

 長寿サポートセンターの職員体制が強化され、住民主体の通いの場等の介護予防活動も

充実します。

 長寿サポートセンターを追加整備する方法に比べ、コストと
必要な人員を抑えることができます。

事業概要

担当課：地域ケア推進課
電話：３６４７－9606

<より身近な場所で相談や介護予防を>

POINT

 臨海部における高齢者の相談支援体制を強化

 センターとの連携した運営で人材を効率的に活用

3,197万円予算額

地域包括支援センター運営事業事業名

豊洲長寿サポートセンターのサブセンターを設置ＮＥＷ

３-４

背景

 豊洲圏域の高齢者人口が増加しています。（R6.1.1現在約8,400人、7年前の約1.3倍）

 豊洲シビックセンター内にある既存のセンターは、有明・東雲からは遠いため、相談や支援に
時間がかかります。

事業内容

 豊洲圏域内に、長寿サポートセンター（地域包括支援センター）のサブセンターを設置し、
相談支援体制の充実を図ります。（令和7年10月以降設置）

豊洲圏域

高齢者の相談支援体制

豊洲地域
高齢者人口 約4,800人

・いずれの地域にお住まいでも、センター、サブセンターが利用できます

保
健
師

社
会
福
祉
士

主
任
ケ
ア
マ
ネ

豊洲長寿サポートセンター
（豊洲シビックセンター内）

整備済 サブセンター
（東雲地域を想定）

新 設

保
健
師

社
会
福
祉
士

保健師、社会福祉士、主任ケアマネジャーの
３職種を常に配置

３職種のうち
１～２名を配置

連携、情報・人材の共有
（同一法人による一体的運営）

相談・支援

東雲、有明地域
高齢者人口 約3,600人

相談・支援

指定介護予防
支援など
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背景

 コーディネーターへの相談やその対応・支援は年々増加・複雑化し、困難事例や地域の
細かい課題への対応が十分に行えていないといった課題を抱えています。

 地域特性を活かし困りごとにアプローチする、
細かな課題への対応と地域のつながりづくりが
求められています。

事業内容

 「地域福祉コーディネーター」のアウトリーチ活動等のための区内３か所目となる活動拠点を
新たに整備し、地域支援の仕組みづくりに取り組みます。

 こども・高齢者・障害者・虐待等の相談や地域の高齢者の生活支援・介護予防体制を
構築します。

事業概要

POINT

 活動拠点を整備し、地域課題にアウトリーチ

 地域特性を活かし、地域のつながりづくりを支援

2,７７３万円予算額

社会福祉協議会事業費助成事業事業名

地域の課題解決体制を強化！活動拠点を開設

３-５

担当課：福祉課
電話：３６４７－４１５２

スケジュール

 令和7年8月以降 開設

社会福祉
協議会

サテライト
城東南部

令和6年2月開設

サテライト
城東北部

令和5年7月開設

サテライト
深川北部

令和7年度開設

主な活動内容

活動拠点での
社協サービス提供

・車いすの貸出・愛の杖の給付など、
社会福祉協議会が行っている
サービスの一部を実施

・地域活動の場や地域ニーズを発掘

地域福祉
コーディネーター

・高齢者地域見守り支援事業
・ふれあい・いきいきサロン活動事業
・アウトリーチ型支援（困難家庭の訪問）

生活支援
コーディネーター

・住民や関係団体が参加して地域課題
を検討する協議体を設置

・ご近所ミニデイの開設運営支援

R2 R3 R4 R5

相談 164 197 276 543

支援 3,671 4,220 4,986 7,862

（件数）
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目的・効果

 こどもを見守る母親の居場所となり、居心地の良い公園を目指します。

 誰でも快適に利用できるバリアフリートイレを整備します。

事業内容

背景

 令和6年度から、女性視点のフィルターを通して区の事業を見直すプロジェクトチーム
「プロジェクト・スマイル」が開始しました。

 同プロジェクトで、こどもを連れて公園に遊びに来る母親の視点から公共施設の安心・
安全・衛生・快適性について検討しました。

事業概要

POINT

 こどもを見守る母親が居心地の良い公園！

 女性視点で安心・快適性を考慮した公園整備

① １,１９７万円

② １４４万円
予算額

① 公園改修事業
② バリアフリートイレ整備事業

事業名

４-１

担当課：河川公園課
電話：３６４７－２０８９

②着替え台（フィッティングボード）の設置

内容
バリアフリートイレ整備に併せて、こどものおむつ交換や着替えができる
フィッティングボードを設置

特徴 親子で一緒に入れる広い空間の確保

スケジュール 年に7か所のバリアフリートイレ整備に併せて設置

①日除け（パーゴラ）及びベンチの設置

内容 公園の大規模改修に併せて、日除け（パーゴラ）及びベンチを設置

特徴
日除け（パーゴラ）にグリーンカーテンを設置し、暑さ対策を図る

ベンチの大きさを広げて座りやすくするといった仕様・配置等を工夫する

スケジュール 年に2か所の公園の大規模改修に併せて設置

<フィッティングボードの設置例>

ＮＥＷ
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スケジュール

事業概要

時期 内容

令和7年４月～ 現地調査、設置工事

令和7年6月～ 無料提供開始

POINT

 アプリを活用し、生理用品を無料で提供！

 女性が安心して暮らせるまちづくりを推進！

７５万円予算額

女性相談事業事業名

公共施設に生理用品を常備し、無料提供を開始！ＮＥＷ

４-２

事業内容

 江東区役所、豊洲シビックセンター、総合区民センターの一部の女性用個室トイレ内に生理
用品を常備します。

 衛生的に管理された生理用品を無料で受け取ることができます。

背景・目的

 社会において女性に求められる役割が多様化しているため、積極的なサポートが必要です。

 女性特有の健康課題と向き合う姿勢を目に見える形でサポートし、誰もが安心して暮らす
まちづくりを目指します。

 女性がありのままで前向きに社会生活ができる環境を整備し、女性活躍の推進に取り組み
ます。

担当課：生活応援課
電話：３６４７－７５０６

①スマートフォンに専用の
アプリをダウンロードし、登録

②専用の機械に
スマートフォンをかざす

③無料で生理用品を受け取る

※女性の健康管理支援を目的
としたアプリ
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事業概要

補助の概要

補助要件

 毎月1回、2時間以上開設
 利用料金が無料
 専門職（医師、保健師、看護師、精神保健福祉士、社会福祉士等）に

よる相談機能を有している
 営利目的で運営をしていない など

補助上限額 年間12万円

対象予定数 1年あたり５団体

スケジュール
令和７年4月1日より順次、申請受付開始
年度末に各団体の実績を審査し、一括支給

POINT

 女性の居場所を増やすため、運営費を補助！

 困難な問題を抱える女性への相談支援を強化！

60万円予算額

女性相談事業事業名

「女性の居場所」を運営する団体を支援！ＮＥＷ

４-３

担当課：生活応援課
電話：３６４７－７５０６

事業内容

 カフェスペースの無料開放といった「女性の居場所」を運営する団体に対し、運営に要する
費用の一部を補助します。

目的・効果

 困難な問題を抱える女性及びその家族が気軽に訪れ、必要に応じて専門職と相談ができる
ように継続的な運営を支援し、居場所づくりの環境整備を図ります。

 自宅や学校、職場でもない居心地の良い「サードプレイス」を区内に増やし、女性の支援体制
を強化します。

 様々な問題を抱える女性に対し、行政と民間団体が連携することで自立に向けた支援を
実施します。
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担当課：保健予防課
電話：３６４７－５９０６

スケジュール

効果

 区をはじめとした行政機関や医療機関などの関係機関が連携し、流産・死産等を経験された
方々の精神的な負担を軽減させます。

背景・目的

 令和６年６月に成立した改正子ども・子育て支援法において、妊娠期からの切れ目ない支援
を行う観点から「妊婦のための支援給付」制度が創設されました。

 「妊婦のための支援給付」の給付対象に、流産・死産等を経験された方が含まれるため、
給付申請の際に区を訪れたことをきっかけに相談を希望する方が増えると予想されます。

 予期せぬ悲しみに直面された方々への心理的支援を実施することで、区として流産・死産等
を経験された方々へより一層の支援を行います。

事業概要

POINT

 ２３区初となる専門機関による、流産・死産等を
経験された方へのグリーフケア事業

 精神的な負担軽減のための取組を推進

１０１万円予算額

グリーフケア事業事業名

周産期のグリーフケア事業を開始ＮＥＷ

４-４

時 期 内 容

令和７年３月 ホームページで周知

令和７年４月～ 事業実施

事業内容

 グリーフケアとは、愛する人や大切なものを失うことで生じる「喪失感」や「悲嘆」に対し、
寄り添い、支援を提供することです。

専門機関から講師を呼び、
窓口で対応する職員への
研修の実施

① ② ③

専門機関で実施している流産・死産等の
グリーフカウンセリングの初回費用を助成

区内産科医療機関等で
グリーフカード
（パンフレット）の配布
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スケジュール

事業内容

効果・背景

 より実践的な企業実習の体験を奨励することによって、区役所内実習では経験できない

訓練機会を提供し、一般就労につなげます。

 働きたい企業や業種を選べるため、障害者がより積極的に実習を受けることができます。

 より多くの方が企業実習に取り組めるように奨励金を支給し、障害者の就労機会の拡大を

図ります。

 就労を希望する障害者に対し、区役所内での就労体験の機会を提供していますが、業務の

種類や業務量が限られており、利用する実習生の就職者数は年々減少傾向にあります。

事業概要

POINT

 企業実習を行い、1日最大１,０００円の奨励金

 障害者の就労機会の拡大を図る

３０万円予算額

障害者就労支援実習事業事業名

障害者の就労支援の一環として奨励金を支給ＮＥＷ

４-5

担当課：障害者支援課
電話：３６９９－０３２５

時 期 内 容

令和７年４月～6月 区内障害者施設等に周知

令和７年７月～ 事業実施

対象 江東区内在住で障害者施設等を利用する障害者

支給要件 職業準備訓練の一環である企業実習を行う

支給金額 1日１,000円（半日の場合、５00円）

対象業務
PC入力・オフィスやマンションの清掃・電話受付
などの実践的な業務

26



背景・目的

 障害者総合支援法改正（令和６年４月１日施行）により、地方自治体に対して地域における
相談支援の中核的な役割を担う基幹相談支援センターの設置が努力義務化されました。

 相談支援事業所では、事業所間で連絡を取り合う機会が少ない、障害以外の複合的な問題
を抱える困難事例への対応等の課題があり、助言・援助等の支援が必要となっています。

 相談支援事業所の支援を行う基幹相談支援センターの設置により、障害者を地域で支える
相談支援体制の充実を図ります。

事業内容

事業概要

<障害者福祉センター外観>

POINT

 相談支援事業所へ助言・援助等の支援を実施

 障害者を地域で支える相談支援体制の充実

1,738万円予算額

基幹相談支援センター管理運営事業事業名

ＮＥＷ

４-６

スケジュール

時 期 内 容

令和７年４月 基幹相談支援センター開設準備係を新設

令和８年１月
障害者福祉センター１階（こども発達扇橋セン
ター跡地）に、基幹相談支援センターを開設 担当課：障害者施策課

電話：３６４７－4749

相談支援事業所

その他の
相談機関

地域における関係機関との
連携強化

相談支援に必要なスキル等の習得を
目的とした研修や事例検討会の開催

→相談支援事業所の人材育成支援、
専門性・支援力の向上

相談支援事業所等からの相談に
応じ、適切な助言・援助の実施

① ② ③

基幹相談支援センター

各分野の
行政関係機関
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東京２０２５デフリンピック観戦ツアー

 大会期間中、区内の競技会場まで区民をバスで輸送し、試合観戦するツアーを実施します。

 デフスポーツの特徴や手話による応援方法を学べる講習会付き！

背景・目的

 令和７年１１月１５日～２６日に開催される「東京２０２５デフリンピック」では、２１競技中
自治体最多の３競技（ゴルフ・水泳・テニス）が行われます。

 共生社会の実現を目指し、デフスポーツや障害者スポーツへの理解を深める機会を提供
するとともに、区民の東京２０２５デフリンピックに対する興味関心を高め、大会の
機運醸成を図ります。

事業概要

POINT

 デフスポーツ講習会付き観戦ツアーを開催！

 江東区民まつりでデフスポーツ体験会を実施！

９３２万円予算額

区民スポーツ普及振興事業事業名

５-１

担当課：スポーツ振興課
電話：３６４７－４８８７

デフスポーツ体験会

 令和７年１０月の江東区民まつりにおいて、「（仮）デフスポーツまつり」を実施します。
実際に試合で使用するスタートランプ等を用いてアスリート目線でデフスポーツを体験する
ことができます。

区民まつりのスポーツ体験ブース

実施競技・会場
＜ 水 泳 ＞
＜テニス＞

東京アクアティクスセンター
有明テニスの森

実施回数 全３回

対象者 区民（約100人/回）

費用 無料

ＮＥＷ
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①相模原市共催スケートボード大会の実施

 相模原市とスケートボード大会を共催
します。令和７年度は江東区、令和８年度
は相模原市で開催予定です。

 オリジナルコラボグッズの制作や堀米・
吉沢両選手の参加などを検討して
います。

事業内容

背景

 パリオリンピックのスケートボード競技で江東区出身の堀米雄斗選手と相模原市出身の
吉沢恋選手が金メダルを獲得したことから、第二の堀米選手・吉沢選手の誕生を期待し、
江東区と相模原市が連携してスケートボードを盛り上げていくことで合意しました。

 夢の島スケートボードパークの利用者アンケートでは、パーク（特に初心者コース）の拡張を
希望する声が届いているほか、初心者教室の参加者が増加しています。

事業概要

担当課：（課名） ↓電話は係
電話：３６４７－●●●●

＜夢の島スケートボードパーク＞

POINT

 相模原市との共催でスケートボード大会を開催！

 夢の島スケートボードパークをリニューアル！

① ７７８万円
② ３,５５１万円

予算額

① 区民スポーツ普及振興事業
② スポーツ施設管理運営事業

事業名

ＮＥＷ

５-２

担当課：スポーツ振興課
電話：３６４７－４８８７

開催時期 令和７年10～１１月頃

会場 夢の島スケートボードパーク

対象 小中学生

費用 ２,０００円程度

②スケートボードパークのリニューアル

 夢の島スケートボードパークの初心者
コースを拡張し、セクションの一部を
リニューアルします。

 スケートボードを始めたての初心者でも
安心して練習ができるよう、広くて
フラットなエリアを増設します。

＜スケートボード教室の様子＞
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３,７８５万円予算額

町会自治会活動事業事業名

町会・自治会による地域コミュニティの活性化を支援

５-３

担当課：地域振興課
電話：３６４７－4962

町会・自治会の活動調査

 町会・自治会へのアンケートや実地調査を行い、
課題や好事例などを収集します。

 町会・自治会が抱えている課題を調査することで、
今後の支援策の判断材料を集め、 長期的な地域
コミュニティの活性化につなげます。

 好事例集を作成して町会・自治会に共有し、
活動内容のレベルアップにつなげます。

地域活性化事業補助金にこどもイベント枠・地域防犯枠を新設

 若い世代に町会・自治会への関心を持ってもらうきっかけづくりを推進するため、「子育て
世代向けイベント」開催にかかる費用を助成します。

 住民同士の交流機会を創出するために、町会・自治会が取り組む「防犯イベント」開催にかか
る費用を助成します。

POINT

 町会・自治会の活動調査を行い、活性化策を検討

 こども・防犯イベントを通じて交流機会を創出

事業概要

現状・背景

 町会・自治会の加入率低下や役員の高齢化により、役員の担い手が不足しています。

 生活様式の変化や価値観の多様化により、地域コミュニティの希薄化が懸念されています。

町会が行った運動会の様子

こどもイベント枠 地域防犯枠

想定事業 こども祭り、運動会等 防犯講習会、スマホ教室等

対象経費 委託費、ノベルティ代等 会場使用料、印刷代等

補助額 希望する枠のいずれかを選択し、上限１０万円（補助率１０/１０)
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スケジュール

事業概要

担当課：（課名） ↓電話は係
電話：３６４７－●●●●

POINT

 専門家派遣により多角的視点で経営の見直し

 経営改善・集客力向上に必要な取り組みを支援

２,６４９万円予算額

魅力ある商店街創出事業事業名

区内中小店舗の経営改善・集客力向上を支援

５-４

担当課：経済課
電話：３６４７－９５０２

目的・効果

 商店街を中心とする区内中小店舗の経営改善・集客力向上を支援することで、区内商店街
の活性化と商業振興を図ります。

 意欲の高い店舗が、専門家との相談によって現状分析や将来像を踏まえた経営改善を図り、
真に経営力・集客力を高められるよう支援を行います。

時 期 内 容

令和７年４月～６月 事業周知

令和７年７月～ 申し込み受付開始

補助対象事業 補助率
補助
上限額

補助対象者

機械設備等購入・
店舗改修

１/２ ５０万円

区商連加盟商店会の会員店舗
または
ことみせ登録店かつ区内共通商品券取扱店

イベント・
商品開発

区商連加盟商店会の会員店舗
または
ことみせ登録店

事業内容

 経営改善・集客力向上を目指す区内中小店舗のうち、申し込みのあった店舗を専門家が
訪問し、個別相談を行って取り組みについてアドバイスをします。
また、区が機械設備の購入など必要な取り組みに補助を行います。

 補助事業実施事業者には、翌年度に再度専門家が訪問し、事業経過状況などを分析する
ことで、さらなる経営の改善につなげます。
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①中小企業融資事業

担当課：（課名） ↓電話は係
電話：３６４７－●●●●

＜経営相談員が中小企業を訪問！＞

① １億１,８００万円
② ８,１９６万円

予算額

① 中小企業融資事業
② 経営相談事業

事業名

中小企業者向け融資制度の創設・経営相談等の拡充

５-５

担当課：経済課
電話：３６４７－2331

事業内容・効果

 相談対応時間の延長、派遣相談の創設等の相談機能の強化を行うことで、中小企業者支援
の充実を図ります。

 創業前から事業承継まで体系的なセミナーを行うことで、事業者のステージに応じたきめ
細かい支援を行います。

 相談希望者に限らず、経営相談員が区内中小企業を巡回することで、中小企業支援施策の
効果的な活用を促進します。

②経営相談事業

経営改善支援資金

 売上高等が減少し、経営改善が必要な中小企業者に対して、事業資金を低利であっせんし、
経営改善の取組を支援する「経営改善支援資金」を創設します。

 融資あっせんに際し、江東区経営相談員が経営改善計画の作成を支援します。

資金名 上限額
資金
使途

貸付
利率

本人負担 返済期間
信用
保証料

経営改善支援 ２,０００万円
運転
設備

２.１%
１年目 0％
２年目以降
０.５%

９年以内
（据置１２か月を含む）

全額
補助

DX・生産性向上推進 ４,０００万円 設備

DX・生産性向上推進資金

 デジタル技術等の活用や省力化設備の導入により生産性向上を目指す中小企業者に対して、
設備資金を低利であっせんする「DX・生産性向上推進資金」を創設します。

 融資あっせんに際し、江東区経営相談員が事業計画書の作成を支援します。

POINT

 中小企業の経営改善・DX推進を支援！

 派遣相談の創設、セミナーの拡充
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担当課：経済課/生活応援課
電話：３６４７－２３３２・９５０２

/３６４７－９１７１

①エネルギー価格高騰対策補助金

 区内中小企業者に対し、エネルギー関連費（水道光熱費・燃料費）の一部を補助します。

背景・目的

 長引く物価高騰は、区内企業の事業活動や区民生活に影響を与え続けています。

 事業者や家計を応援することで、物価高騰による影響の緩和を図ります。

事業概要

POINT

 事業者を支援しエネルギー価格高騰の影響緩和

 プレミアム商品券や給付金で家計や店舗を応援

① ７億５,00０万円
② ７億 ６６８万円
③ １億７,１７８万円

予算額

① エネルギー価格高騰対策支援事業
② 商店街連合会支援事業
③ 物価高騰重点支援給付金事業

事業名

物価高騰の影響を受ける区民や事業者を支援！ＮＥＷ

５-６

②プレミアム商品券の発行

 江東区商店街連合会加盟商店会の会員店舗等で使用できる、プレミアム率３０％の
区内共通商品券を発行します。

 発行数を令和６年度の紙・デジタル各７万セットから各８万セットに拡充します。

プレミアム率 商品券（方式） 発行数 取扱店

３０％ 紙＆デジタル 各８万セット 一部大型店を含む

③住民税均等割のみ課税世帯に対する給付

 国が決定した住民税非課税世帯への給付金に加え、
住民税均等割のみ課税世帯に対しても、区独自に
給付金（1万円）を支給します。

エネルギー関連費の合計額 補助金額

30万円以上 １５万円

20万円以上30万円未満 １０万円

10万円以上20万円未満 ５万円

5万円以上10万円未満 2.５万円
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担当課：管理課
電話：３６４７－２０７９

 庁舎や公園に四季折々の花で彩る花壇（ナチュラリスティック
ガーデン）を整備するとともに、実際に花壇への植え付けも行
う講座を実施します。

事業内容・スケジュール

令和７年度 令和８年度以降

江東区みどり百景 選定
選定、マップ作成、
スタンプラリー

目的・効果

 区・区民・事業者等が、庁舎や公園を活用してみんなでみどりを育て、地域コミュニティや
にぎわいを生み出す仕組みをつくりだすことで、みどりの中の都市（CITY IN THE
GREEN）の実現につなげます。

 区内の豊かなみどりをPRすることで、みどりの大切さに対する認知度・関心度の向上や、シ
ティプロモーションの展開を図ります。

事業概要

＜CITY IN THE GREENの実現イメージ＞

POINT

 協働による「CITY IN THE GREEN」の実現へ

 「江東区みどり百景」を選定し、区の魅力をPR！

① 1,021万円
② ６１９万円
③ 4２６万円

予算額

① CIG公共緑化推進事業
② ＣIG民間緑化推進事業
③ みどりの基本計画進行管理事業

事業名

ＮＥＷ

６-１

令和7年度 令和８年度以降

ガーデン整備 庁舎 庁舎、公園

講座開催 5回/年 5回/年 花壇整備イメージ

江東区みどり百景イメージ

 江東区観光協会が実施するフォトコンテストを活用して、
区内を彩る「江東区みどり百景」を2か年かけて募集・選定し、
景観マップの作成やモバイルスタンプラリーを実施します。

 みどり施策の更なる推進を図るため、区・区民・事業者等の
連携・協働による（仮称）グリーンコミュニティ会議を新設し、
ワークショップの開催や小学校への出前授業を行います。
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担当課：温暖化対策課
電話：３６４７－６１２４

事業内容

 連携自治体の森林において、植樹等、森林を再生することの体験を通して、森林の整備や保
全及び木材利用推進に関する区民の意識醸成と行動変容につなげます。

 令和７年度は、区と災害時相互応援協定を締結している栃木県大田原市で、区民が参加する
森林体験ツアーを秋に実施します。（令和９年度本格実施に向けた試行実施）

背景

 令和6年度から森林環境税の徴収が始まったことを契機に、
国の温室効果ガス排出削減目標の達成や、災害を防ぐための
森林整備等への関心が高まっています。

 区では、森林環境譲与税を活用し、学校施設改修時の木質化
を行っています。

事業概要

<森林体験ツアーのイメージ>

POINT

 連携自治体で区民向け「森林体験ツアー」を実施

 温暖化防止設備助成の対象に高断熱ドアを追加

① 291万円
② ３００万円

予算額

① ゼロカーボン行動変容推進事業
② 地球温暖化防止設備導入助成事業

事業名

（仮称）森林再生プロジェクト（森林体験ツアー）を実施ＮＥＷ

６-２

地球温暖化防止設備導入助成事業

 地球温暖化防止設備導入費用の助成対象設備に新たに高断熱ドアを追加し、既存の個人住
宅に高断熱ドアを設置する際の費用について、１件あたり対象経費の１０％（上限10万円）を
助成します。

連携
自治体

植樹体験、木工教室、
周辺自然林の散策等

木のぬくもりに包まれた学校
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スケジュール

事業概要

POINT

 高さ19.8ｍの大型遊具を整備

 若洲公園のシンボルとなるオリジナル遊具

Park-PFI：７億４,532万円
大 型 遊 具：２億２,４８7万円

予算額

若洲公園整備事業事業名

都内最大の大型遊具の整備に着手！

６-３

担当課：河川公園課
電話：３６４７－９４２６

年 度 内 容

令和７～８年度 実施設計・整備工事

令和９年4月 リニューアルオープン

事業内容

 「親子で過ごす江東区版ゼロカーボンパーク」のリニューアルオープンにあわせて、
“４つの都内最大”があるオリジナル大型遊具を整備します。

 公園のシンボルとなる高さ１９.８ｍの大型遊具は、こどもに人気のスライダー、
ネット遊具やトランポリンなど多様な遊びができます。

 国産材の木材を多く使用し、太陽光パネルで発電する環境に優しい遊具とします。

 遊具下には、日陰エリアを作り、真夏でも過ごしやすい空間を整備します。

 大型遊具の周りは、インクルーシブエリアとし、乳幼児遊具や健康遊具を整備します。

 こどもを対象としたワークショップを開催し、こども達のイラストを階段アートに
採用するなど、大型遊具をみんなで作りあげます。

<大型遊具イメージ>

4つの都内最大がある大型遊具

① ワイドフリーフォールスライダー
高さ４ｍから滑りおりる、滑走幅５ｍの
ダイナミックなスライダー

② スパイラルチューブスライダー
高さ１０ｍから滑りおりる、回転数５回
のチューブスライダー

③ シンボルルーフ
屋根の最高点が高さ１９.８ｍ

④ ローラースライダー
高さ１２ｍのローラースライダー

都内最大①

都内最大② 都内最大③

都内最大④

<大型遊具イメージ>
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スケジュール

背景

 区には、日本最古の都市公園である深川公園をはじめ、自然豊かな親水公園など特色ある
公園が多くある一方で、ボール遊びなど利用者のニーズや地域の実情に応えきれず、公園
の管理や活用には課題があります。

 公園利用者のニーズの多様化に対応するためには、地域の公園がそれぞれ個性を発揮し、
区民が「楽しい」「訪れたい」と感じられる魅力ある公園づくりを進める必要があります。

事業概要

POINT

 地域ニーズを踏まえた特色ある公園の整備へ

 利用者満足度の高い柔軟な公園管理・運営

1,5１９万円予算額

公園マスタープラン策定事業事業名

地域ニーズを踏まえた公園マスタープランの策定ＮＥＷ

６-４

担当課：河川公園課
電話：３６４７－９４２６

年 度 内 容

令和７年度 公園の現状・課題整理、区民アンケートの実施等

令和８年度 「公園マスタープラン」の策定

事業内容

 地域特性や利用者ニーズに応じた「特色ある公園」にするために、公園整備方針や公園管理
運営方針を示した「公園マスタープラン」を策定します。

<自然豊かな親水公園>

公園改修の前にワークショップ等を
開催し、区民と協働した公園づくり
を検討します

ボール遊びなどの公園利用の
ルールづくりを地域に応じて行います

公園利用者の
満足度向上

策
定
後
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目的・効果

 次世代のエコカーであるFCごみ収集車は、水素と酸素を化学反応させてつくる電気を動力
源に走行することでCO2を排出しないため、環境に優しく、また作業中の騒音軽減も期待で
きます。

 車両の脱炭素化により、「ゼロカーボンシティ江東区」の実現に寄与し、水素エネルギーの利
用やゼロカーボンの取り組みに関する機運醸成を図ります。

背景・現状

 再生可能エネルギーで作られた水素は、温室効果ガスの抑制に寄与し、脱炭素社会の実現
に向けて、大きく貢献することが期待されるエネルギーです。

 区内には、都内最多となる４か所の水素ステーションが整備されています。

事業内容

 ２３区内で唯一実施自治体として採用された、都の「ZEVごみ収集車実装支援事業（集中導
入支援）」を活用し、「燃料電池ごみ収集車（FCごみ収集車）」を５台導入します。

事業概要

担当課：（課名） ↓電話は係
電話：３６４７－●●●●

POINT

 燃料電池ごみ収集車を順次５台導入！

 「ゼロカーボンシティ江東区」の実現を推進

1,021万円予算額

清掃車両管理事業事業名

都内初！燃料電池（FC）ごみ収集車を５台本格導入！

６-５

担当課：清掃事務所
電話：３６４７－６１０９

FCごみ収集車（イメージ）
※技術検討実証車

（スーパー耐久レース展示車両）
写真提供：トヨタ自動車株式会社

車両概要
・ FCごみ収集車
・ 最大積載量 1.95ｔ
・ 水素搭載量 10.5kg

導入時期
・ 令和7年度中に2台導入
・ 以降、車両メーカーによる生産台数
拡大後に３台導入予定

用 途
・ 区内の家庭ごみ収集、
水素エネルギーの区民向け普及啓発

＜FCごみ収集車導入に向けてFCバスでPR＞
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目的・効果

 プロモーションメッセージ・動画や、Instagram等のSNSを活用して多種多様な魅力を
発信することで、区を訪れる人を増やし、「江東区のファン」獲得につなげます。

 「江東ブランド」の魅力を発信し、区内産業の活性化や、ものづくり文化の次世代への
継承を図ります。

江東区初！公式Instagram開設によるシティプロモーション

 区公式Instagramを開設し、江東区に訪れたい、友人に共有したいと思って
もらえるコンテンツを発信します。

 区内の高校生や大学生等との連携によって、同世代に“刺さる”コンテンツを
発掘し、フォロワー獲得・発信力強化につなげます。

プロモーションメッセージ・動画コンテスト

 シティプロモーションの取組として、プロモーションメッセージとショート動画を募集します。

 コンテストは誰でも参加可能とし、受賞作品はSNS広告を活用して広くアピールします。

事業概要

POINT

 区のPR動画を募集し、SNS等で発信！

 Instagramで学生視点のコンテンツも発信！

① ２,9２５万円
② 53万円

予算額

① シティプロモーション推進事業
② 江東ブランド推進事業

事業名

動画コンテストやSNS活用で区の魅力を発信！ＮＥＷ

７-１

担当課：広報広聴課／経済課
電話：３６４７－９０２５

／３６４７－１３８１

江東区の魅力について、明瞭かつ印象的に
伝えるメッセージを募集し、グランプリ作品
１作品を選定、 します。

プロモーションメッセージコンテスト

江東区を舞台にしたプロモーション動画
（ショート動画）を募集し、グランプリ作品、
入賞作品を選定します。

プロモーション動画コンテスト

江東ブランドの活動を情報発信

 優れた技術でものづくりを行う「江東ブランド」の認定企業が出展する展示会
の様子など、多岐にわたる活動の様子をSNSを活用して発信します。
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担当課：文化観光課／道路課
電話：３６４７－３３１２

／３６４７－９６８４

スケジュール

 令和7年８月 投稿機能公開

事業内容

 地域に隠れた、これまで見えていなかった文化資源・魅力を掘り起こし、
新たな観光資源としてまとめた「メタ観光マップ」を観光情報公式LINE
「KOTOおでかけパス」で公開しています。

 新たに「KOTOおでかけパス」に投稿機能を設け、「江東区のファン」が
知る、さらなる地域の魅力をメタ観光マップに反映させることで、地域
への愛着を高めます。

 メタ観光の専門家等による、メタ観光マップを活用したガイドツアーを
実施することで、「江東区のファン」獲得、メタ観光の認知度向上を
図ります。

①メタ観光マップにさらなる地域の魅力を反映

＜まちあるきで隠れた魅力を発掘>

POINT

 「メタ観光マップ」をLINEからの投稿で充実！

 橋梁の魅力を伝えるパンフレット＆カードを作成！

① 217万円
② 608万円

予算額

① 観光推進事業
② 橋梁維持管理事業

事業名

「メタ観光マップ」と「橋梁パンフレット」で
「江東区のファン」をますます増加！

ＮＥＷ

７-２

②橋梁パンフレット・カードを作成

メタ観光マップ

事業内容

 江東区は、周囲を川に囲まれ、内部河川も多いことから、橋梁の管理延長が23区で最長と
なっており、また、国の重要文化財に指定されている「八幡橋」など、歴史的・技術的に貴重
な橋が多く存在しています。

 こうした区の特徴を表す魅力的な橋梁について、構造や架橋位置を掲載したパンフレットを
作成し、区内外の施設に配架することで、「江東区のファン」を増やします。

 パンフレットに掲載されている橋梁を実際に訪れた方に、特製の橋梁カードを配布します。

橋梁の構造紹介（イメージ） 橋梁カード（例）
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スケジュール

 令和7年7月開始

目的・効果

 区内の各施設等に対して行われている撮影相談の窓口を一本化し、回答をスムーズにする
ことで、区内の施設・スポットを活用した撮影の件数増加につなげます。

 江東区内で撮影が行われた映画・テレビドラマ等の作品をPRすることで、江東区の魅力を
広く発信し、区のイメージ向上や観光客誘致、また区民のシビックプライド醸成を目指します。

事業内容

 映画・テレビドラマ制作者の円滑なロケ撮影を支援するため、
フィルムコミッション（撮影支援窓口）を江東区観光協会内に設立します。

担当課：（課名） ↓電話は係
電話：３６４７－●●●●

<ロケ地イメージ>

POINT

 映像制作会社のロケ撮影等をサポート！

 映画・テレビドラマ等の作品を通して、区をPR！

2,090万円予算額

江東区観光協会運営補助事業事業名

ロケ撮影を支援する「フィルムコミッション」を設立ＮＥＷ

７-３

担当課：文化観光課
電話：３６４７－３３１２

事業概要

☆江東区内のロケ地情報の提供・案内

☆江東区が管理する一部施設への申請サポート

☆ロケーションハンティング、ロケ地場所・施設等との調整、
撮影当日の立会い

☆撮影支援した作品（映画・テレビドラマ等）を活用した、
ホームページ・SNSによる情報発信や、ロケ地マップの作成等

区内各地で映画やドラマ撮影を実現
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スケジュール

 令和7年5月 運用開始

背景

 区公式ホームページには、各事業や制度の案内のほか、イベントのお知らせなど、約1万の
個別ページがあり、外部の検索エンジンを使用してのアクセスのほかに、ホームページ内に
あるサイト内検索が年間20万件以上行われています。

 現在の検索エンジンでは、単語・キーワードの文字列をもとに検索を行うため、あいまいな
キーワードによる検索で的確に知りたい情報にたどりつくためには、検索ワードの例示など
ヒントが必要です。

事業内容

 区公式ホームページのサイト内検索に、AI検索機能及びChatGPTを活用した検索結果の
要約機能を導入し、ホームページへの訪問者が知りたい情報にスムーズにたどり着けるよう
アシストします。

事業概要

担当課：（課名） ↓電話は係
電話：３６４７－●●●●

POINT

 ChatGPTによる検索結果の要約機能

 様々な表現や文章による検索でも的確な結果

３７1万円予算額

ホームページ運営事業事業名

ホームページの検索エンジンにChatGPTを搭載ＮＥＷ

７-４

担当課：広報広聴課
電話：３６４７－2299

効果

 多くの文章を学習したAIを用いた検索により、単語のみ
でなく、文章による検索もできるほか、類義語や同じ意味
となる様々な表現での検索でも、的確な情報を検索結果
として表示することができます。

 通常の検索結果一覧に加え、検索結果の中で最適と思わ
れる情報からChatGPTが要約した補足回答を表示でき、
ホームページ訪問者が知りたい情報へのアクセスを容易
にします。

 ホームページ訪問者が抱える「区のホームページを検索し
たけれど欲しい情報が見つけられなかった」という不満を
減らし、区公式ホームページの利用満足度を向上させます。

江東区役所への行き方 検索

検索結果

江東区役所へのアクセスについてお答
えします。
江東区役所は、東京都江東区東陽4丁
目11番28号にあります。最寄り駅は
東京メトロ東西線東陽町駅で、徒歩5
分のところにあります。また、公共交通
機関では～～

❃ChatGPTによって要約された内容が表示されています。

区役所・出張所等

区役所へのアクセス

https://www.city.koto.lg.jp/000000/・・・・・

https://www.city.koto.lg.jp/access/・・・・・

江東区役所 〒135-8383 ・・・・・・・・・・・アクセス・利用時間

検索結果一覧 ●●件中●件を表示

江東区役所の基本情報 ・・・・・・・・・公共交通機関でご来庁ください。

…

検索画面のイメージ

＜AI検索で知りたい情報に的確にアクセス＞
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事業内容

背景・目的

 令和７年３月策定予定の「（仮称）江東区DX推進計画」に基づき、デジタル社会を形成する
DX基盤を整備し、デジタル技術を活用して、区民にやさしく・職員が働きやすい、誰もが便
利で快適に暮らせる「Smart KOTO」の実現を目指します。

事業概要

担当課：（課名） ↓電話は係
電話：３６４７－●●●●

POINT

 オンライン申請拡充により区民の利便性向上！

 効率的な職場環境整備により職員の生産性UP！

6,461万円予算額

DX推進事業事業名

行政手続オンライン化と執務室改革でDXを推進！ＮＥＷ

７-５

担当課：DX推進課
電話：３６４７－９３６７

３つの視点による

「Smart KOTO」
の実現

視点１ 区民にやさしい

執務室のペーパーレス化や、生成AIなどの
新たなデジタル技術の活用を図り、効率的な
職場環境の整備を順次進めていきます。

視点2 職員が働きやすい

デジタル技術を活用した業務改革（BPR）を
進め、行政手続のオンライン化率100％達成
を目指します。

４８％

令和７年度 令和８年度 令和９年度

９２％ １００％

オンライン申請できる手続の割合※指標

＜（仮称）江東区DX推進計画で示す取組指標＞

※法令等においてオンライン申請を不可としている手続を除く

行政手続の

オンライン化

執務室改革
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職員の意識醸成や風通しの良い職場づくりの推進に向けた取組

 組織全体でコンプライアンス意識の醸成を図るため、研修や各種啓発等に取り組む「コンプ
ライアンス推進月間」を毎年7月に設定するとともに、職場掲示用ポスターや職員携行用
カードを作成します。

 職員同士のコミュニケーションを活性化して組織の連携を強化するため、「江東区版ＦIKA
（フィーカ）」を活用します。
※ＦＩＫＡ：甘いものと一緒にコーヒーを楽しみながらコミュニケーションをとる、スウェーデンの文化

事業内容・目的

 区のコンプライアンスの客観性・透明性を確保するとともに、不祥事防止等の取組を実効性
あるものとするため、区に対して専門的立場から助言等を行う「江東区コンプライアンス推
進アドバイザー」を設置します（令和7年4月設置）。

 組織の自浄作用を高めることを目的に、区の内部公益通報において職員が通報しやすい体
制を構築するため、独立性・中立性の高い外部の通報窓口（公益通報相談員）を設置します
（令和7年７月設置）。

 全庁的なコンプライアンス推進体制を構築するとともに、令和7年1月に策定した「江東区コ
ンプライアンス基本方針」を踏まえた職員の意識醸成や風通しの良い職場づくりに取り組み
ます。

事業概要

担当課：（課名） ↓電話は係
電話：３６４７－●●●●

<基本方針を踏まえた取組を推進>

POINT

 透明性・客観性の確保に向けて外部人材を活用

 職員の意識醸成や風通しの良い職場づくりを推進

１２３万円予算額

コンプライアンス推進事業事業名

区民の信頼確保に向けたコンプライアンスの推進ＮＥＷ

７-６

担当課：総務課
電話：３６４７－4020

現状

 区政に対する区民の信頼確保に向けては、これまで以上に全庁を挙げてコンプライアンスの
推進に取り組んでいく必要があります。

事業に関連する
写真やイラストを

必ず入れてください

江東区コンプライアンス基本方針
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江東区観光キャラクター
コトミちゃん

令和7年2月3日
江東区 政策経営部 広報広聴課報道係

03-3647-2363（直通）


